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【発達障害児の支援について】 

国立病院機構七尾病院は『児童発達支援センター』を開設しています。 

言葉が出ない、話せない、読み書きが苦手である、不登校等、発達の遅れ、発達障害がある幼

児や小学校低学年の児童を対象にして、知的発達支援、保育所や幼稚園・こども園・小学校での

学習や日常生活改善支援のためのリハビリ、療育を実施しています。 

 従来、発達障害児では言葉の遅れがまず注目されるため、その指導、訓練が先行されていま

す。しかし、言葉の遅れのほかに、落ち着きのなさ、こだわり、不器用さなどを併せ持つことが多く、

当センターでは、小児科・小児神経専門医の診断の下、そのお子様の持つ、数字や図形、立体感

覚、昆虫、化石等の好きで得意なこと、良いところを見出し、適切な診断の下、それぞれの発達特

性に対応した療育プログラムを計画し、支援を継続しています。 

 当院リハビリセンターとの連携の下、言語聴覚療法（ST)だけでなく、作業療法（OT)による手指

の運動、理学療法（PT)を介して、四肢の筋力、体幹バランス、不器用さの改善を目指しています。

その他に、音楽療法、リトミックを通して、楽しくリズム感を養い、発声や歌、言葉の発語、習得を目

指し、絵本の読み聞かせ、ことば遊び、造形遊び、学校の宿題の解説、支援等の療育活動も行っ

ています。 

療育は少人数体制で、楽しく出来るように実施し、本人の興味、得意分野の“気付き” “できると

いう自信” “達成感”を持てるように支援し、発達促進、知的促進を通し、地元の小学校への入学、

通学の継続を目指しています。 

  能登地区で初めてのセンターであり、『保育所等訪問支援』も実施していきます。対象としては、

能登地区の保育所、幼稚園、こども園、小学校、特別支援学校、その他、児童が集団生活を営む

施設に通う障害児の当該施設を訪問し、専門的な支援を行います。 ご利用を希望される方は、当

院担当者まで、お気軽にご相談ください。 
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サービスの概要と手続きについて 
○開所日   

月～金曜日（休・祝・年末年始はご利用できません）  

○開所時間   

８：３０～１７：００ （活動時間は、1～2 時間になります）  

○対象の方 

   発達の遅れが気になる児童 (就学前から概ね小学校低学年のお子さん)  

○利用種別   

未就学児・・・児童発達支援       

学籍児・・・放課後等デイサービス（学業日と休業日） 

○支援内容 

   1.療育活動・・・リトミック・歌遊び・造形遊び・本の読み聞かせ、言葉遊び、書字、 

宿題の解説・支援等 

2.保育所等訪問支援 

   3.リハビリ・・・理学療法（PT）・作業療法（OT）・言語聴覚療法(ST)  

         

○利用手続  

サービスのご利用を希望される方は、七尾病院小児科・小児神経科を受診し診察、診断の

後、お住まいの市町村障害福祉課窓口にて 「障害福祉サービス受給者証」交付のお手続き

をお願いします。 

          

問い合わせ先 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

      〒926-8531 石川県七尾市松百町ハ部３－１    

          独立行政法人国立病院機構七尾病院    

            TEL: 0767-53-1890（代）  

                            小児科     泉 達郎 

◎利用方法のご相談： 療育指導室 山口 

◎初診の相談・予約：外来看護師長  

                                         にご連絡ください。 

    ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

   

 

 

 



 

【リトミックの様子】 
当院の児童発達支援センターでは、自閉症や注意欠陥多動性障害といった発達障害の未就学

児などを対象に、リトミック（週１回）を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽には、心を動かす不思議な力があります。 

リトミックでは身体の動かし方、ことばや数、コミュニケーション、情緒の安

定など、音楽を使って楽しく遊びながら子どもたちの発達を促します。 

               ♪リトミック講師♪ 



【療育活動の様子】 

あそびには、子どもの発達を促す力があります。療育活動では、お子さんの好きなことや得意なこ

とからあそびを広めたり深めたりしていく活動をしています。 

あそびの中で楽しい、できた、という体験を重ね、満足感や達成感を味わうことで自尊感情を育て、

お子さんの発達を促します。 

活動は調整された環境で行い、お子さんの発達特性に合わせた関わり方を保護者の方と一緒に探り、

療育に活かしていきます。 

お子さんの特性に合った療育プログラムを提示 

歌に合わせて親子でパネルシアター 


